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沖縄県における「しまくとぅば」の表記について 

 

しまくとぅば正書法検討委員会 

令和４年３月 30 日決定 

Ⅰ 総 論 

１ はじめに 

(1) 「しまくとぅば」表記の現状 

県内各地域において受け継がれてきた「しまくとぅば」は、地域の伝統行事で使用

される大切な言葉であるとともに、組踊や琉球舞踊、沖縄芝居、島唄等といった沖縄

文化の基層であり、いわば沖縄県民のアイデンティティの拠り所でもある。 

しかし、平成 21 年には、ユネスコ（国連教育科学文化機関）が国頭語、沖縄語、

宮古語、八重山語、与那国語のそれぞれを消滅の危機に瀕する言語に指定している。 

「しまくとぅば」には、現代の日本語にはない音があることなどの理由から、現在、

「しまくとぅば」の文字や文章を書き表すとき、国際音声字母、カタカナ、ひらがな、

漢字仮名混じり、独自の文字など、様々な表記が使用されている。 

また、「しまくとぅば」には、現代の日本語には無い音素（子音と母音）があるこ

となどの理由から、研究者等により、いくつかの表記の方法が提唱されているが、「し

まくとぅば」の表記は統一されていない。 

「しまくとぅば」の普及、推進に取り組む沖縄県においても、「しまくとぅば」に

関する文字資料は、しまくとぅば読本、各地域の会話集等があるが、その表記は統一

されていない。 

(2) 「しまくとぅば」表記の必要性 

仮名文字による「しまくとぅば」の表記は、「しまくとぅば」の文章を書くために

必要なものであり、標準的な仮名文字表記の確立は、「しまくとぅば」の普及・継承

の効果を高めるものである。 

また、各地の「しまくとぅば」を仮名文字によって示すことができれば、地域によ

って異なる「しまくとぅば」の多様性と意義を理解し、地域ごとの「しまくとぅば」

の普及・継承に資するものであると考えられる。 

一方、標準的な仮名文字表記の確立は、これまで多くの人々が工夫してきた表記が

否定され、「しまくとぅば」の普及への意欲がそがれる可能性もあることから、全県

的な表記の統一については、今後も引き続き丁寧かつ慎重に検討していく必要があ

る。 

しかしながら、沖縄県が作成した「しまくとぅば」に関する文字資料の間で表記が

異なる場合、その文字資料を利用する者が混乱してしまう可能性があることから、沖

縄県による「しまくとぅば」の普及・継承の取組み等を行ううえでは、統一的な仮名

文字表記を策定する必要がある。 

その場合、県内の「しまくとぅば」の地域性を考慮し、国頭、沖縄、宮古、八重山、

与那国の５地域それぞれの表記を検討する必要がある。 

1



 
 

(3) 県の「しまくとぅば」表記の検討状況 

「しまくとぅば」は、地域の伝統行事、組踊、琉球舞踊、島唄等の沖縄文化の基層

となるものであり、「しまくとぅば」が失われると、沖縄文化の衰退に繋がるものと

危惧される。 

そのため、沖縄県では、平成 18 年に「しまくとぅばの日に関する条例」を制定す

るとともに、平成 25 年度に「しまくとぅば」普及推進計画を策定し、同計画に基づ

く普及推進など、「しまくとぅば」の普及・継承に取り組んできた。 

そのような中、「しまくとぅば」の多様性を理解し、「しまくとぅば」普及・継承

の取組みの効果を高めることを目的に、平成 30 年度に学識経験者等で構成する「し

まくとぅば正書法検討委員会」を立ち上げ、沖縄県としての「しまくとぅば」正書法

の検討を行い、「しまくとぅば」の仮名文字表記を取りまとめた。 

以下にその考え方を示す。 

 

２ 県の「しまくとぅば」表記の基本的考え方 

(1)  沖縄県による「しまくとぅば」の普及・継承の取組み等における「しまくとぅば」

の仮名文字表記として示すものであり、これまで各地域や研究者等において使用され

てきた表記を否定するものではない。 

(2) 「しまくとぅば」の普及が目的であることから、児童生徒を含む多くの県民にもわか

りやすいものとする。 

(3) 「しまくとぅば」の仮名文字表記は、現代日本語の表記に用いられているカタカナに

準拠し、それでは書き表せないものについては、カタカナ表記の文字構成の原則を適

用して新たな表記を創出する。 

 ※現代日本語のカタカナ表記に準拠する理由 

  ・カタカナは例外的な表記が多い平仮名に比べ表音性に優れていること。 

  ・日本語には無い外国語の発音を転写した外来語の表記で見慣れていること。 

  ・現代日本語のカタカナ表記を「しまくとぅば」の表記にそのまま使用できること。 

  ・児童生徒の学習負担が軽減されること。 

 ※ただし、平仮名や漢字仮名交じり等による表記を否定するものではない。 

(4) 琉球諸語全体の音を可能な限り重複がないよう書き分けるものとする。 

 

上記の基本的考え方に基づき、次ページ以降に、その詳細を示す「解説」及び「しまく

とぅば」の表記の一覧表をまとめた。 

なお、「しまくとぅば」の表記については、公表後の使用状況や環境の変化にあわせ、

必要に応じて見直しを行うものとする。 
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３ 県の「しまくとぅば」表記の方法（しまくとぅば表記一覧「解説」） 

(1) 「しまくとぅば」表記一覧について 

①沖縄県による「しまくとぅば」の普及・継承の取組み等における「しまくとぅば」の

仮名文字表記は、原則として「地域表記」によるものとする。 

②「地域表記」は、ユネスコの区分に基づいて、国頭、沖縄、宮古、八重山、与那国の

５つの地域ごとの表記一覧表で構成する。 

ア 当該５つの地域の「しまくとぅば」は、相互に大きく異なっていることから、５

地域それぞれの表記一覧表を作成した。 

イ 「地域表記」は、それぞれの地域内のすべての集落の「しまくとぅば」を書き分

けられるように作成した。 

③参考表記として、「参考第１表」及び「参考第２表」を付する。 

  参考表記は、地域表記を作成するための基礎資料として、次のとおり整理を行い、

参考第１表と参考第２表を参考に地域表記を作成した。 

ア 参考第１表は、沖縄県内のすべての集落の「しまくとぅば」を書き分けられるよ

うに作成した表である。 

イ 参考第 2 表は、参考第１表には反映されていない先行研究などで示されている

表記、および、地域の人たちが慣用的に使用してきた表記から採用した表である。 

 

(2) 「地域表記」について 

「地域表記」は、以下の４つの基本方針に基づいて作成した。 

①表音性 

ア 表音性とは、「しまくとぅば」の音節と仮名文字表記との間に一対一の対応関係

があることであり、表記は表音性のあることを第一の基本方針とする。 

イ 表音性の高い音節文字であるカタカナを利用する（例１）。「地域表記」は現代日

本語のカタカナ表記に準拠するが、日本語にはない母音や子音を含む音声を表す

など、場合に応じて特別な表記を認めることとする（例２）。 

《例１》 

沖 縄 語：×チョウデイ 〇チョーデー（兄弟） 

※長音は棒引き記号「ー」を使用する。 

《例２》 

 国 頭 語：ʔラー、ツラー[ʔɾaː]（お前）〈伊江島〉 

 沖 縄 語：ʔワー，ツワー[ʔwaː]（豚）、’ウトゥ，ウウトゥ[utu]（夫） 

宮 古 語：ス˚ス˚ゥ[zzu]（魚） 
八重山語：ミズェ˚ー[midzɛː]（水は） 
与那国語：サカ˚イ[saŋai]（ガジュマル）、 ʔトゥイ[ʔtui]（一人） 

ウ 現代日本語にない音節についてはカタカナや記号を組み合わせて表記する。 

エ 仮名文字と実際の音声との間の一対一の対応関係を保証し、当該仮名文字がど

のような音声を表記しているかを示すために、カタカナと国際音声記号を併記す
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る。そのことによって仮名文字の学習と地域独特の発音を結び付けて理解するこ

とにも繋がる。 

オ 現代日本語と同じ発音の場合は「日本語の表記」に準ずる。なお、ここでいう「日

本語の表記」とは、「現代仮名遣い」の「本文第 1（原則に基づくきまり）」の表記、

または「外来語の表記」の「第１表、第２表」の表記に限定し、「現代仮名遣い」

の「本文第 2（表記の慣習による特例）」は採用しない。 

②簡潔性 

ア 簡潔性とは、簡単で分かりやすいことであり、「２ 「しまくとぅば」表記の基

本的考え方」の(2)における「児童生徒を含む多くの県民にわかりやすい」簡潔性

を二つ目の基本方針とする。 

イ 「地域表記」は表形式にして整理する。 

ウ １つの音に「添え字」１文字、「補助記号」１つを原則とする。 

エ 既存の小添字、補助記号（濁点、半濁点）の使用では表記できない音節を書き

表すために新たに用いる補助記号は、それを用いた表記がどんな発音なのか容易

に理解できるものとする。 

オ 記号は、パソコンやスマートフォン等での入力の簡潔性を考慮し、キーボード

の JIS 配列および、フリック入力で簡易に使用できる文字を優先する。 

③体系性 

ア 表形式にすることで、地域ごとの発音の特徴を示しつつ、日本語の 50音図が示

すような仮名文字表記の体系性を学ぶことが可能になるようにする。 

イ しまくとぅばの発音の体系性の理解と学習を容易にするため、日本語の 50 音

図の「行」（カ行、サ行、ナ行等）は同じ子音（k, s, n 等）を共通に持つ仮名を

並べ、「段」（ア段、イ段、ウ段等）は同じ母音（a, i, u 等）を共通に持つ仮名

文字を並べている。「地域表記」の表も 50 音図と同原理で並べ、体系的な表形式

にする。 

④親近性 

ア 各地域でも、「しまくとぅば」を記録するために、独自の仮名文字を設定し、あ

る程度、地域に馴染んできているものについても考慮する。 

《例》宮古地域には、いわゆる「宮古仮名」と呼ばれる地域独自の表記があり、その

半濁点「˚」の使い方などを採用する。例えば宮古大神島では、 

トゥイ˚（鳥）[tuɿ][tuï] [tuɨ]のように「イ˚」という表記が使われている。 

イ 視覚的な読みやすさに加え、親しみやすいカナ文字を小書きで添えることによ

り、発音をイメージしやすくし、小学生や初学者でも敷居が低く手軽に用いるこ

とができる。例えば、沖縄語では、イイン（縁）、アアー（感動詞）、宮古語で

は、プス、クス、クフのように表記される。 
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Ⅱ 地域表記

１ 国 頭 語 仮名表記一覧表

２ 沖 縄 語 仮名表記一覧表

３ 宮 古 語 仮名表記一覧表

４ 八 重 山 語 仮名表記一覧表

５ 与 那 国 語 仮名表記一覧表



 
 

国頭語 仮名表記一覧表 
 

ア 
[ʔa] 
[a] 

イ 
[ʔi] 
[i] 

ウ 
[ʔu] 
[u] 

エ 
[ʔe] 
[e] 

オ 
[ʔo] 
[o] 

      

’ア 
アア 

’a [a] 

’イ 
イイ 

’i [i][ji] 

’ウ 
ウウ 

’u[u][wu] 

’エ 
エエ 
’e [e] 

’オ 
オオ 
’o [o] 

      

カ 
[ka] 

キ 
[ki] 

ク 
[ku] 

ケ 
[ke] 

コ 
[ko] 

キャ 
[kja] 

キュ 
[kju] 

キョ
[kjo] 

クヮ
[kwa] 

クィ
[kwi] 

クェ
[kwe] 

ʔカ 
ツカ 
[ʔka] 

ʔキ 
ツキ 
[ʔki] 

ʔク 
ツク 
[ʔku] 

ʔケ 
ツケ 
[ʔke] 

ʔコ 
ツコ 
[ʔko] 

 
   

ʔクヮ 
ツクヮ 
[ʔkwa] 

ʔクィ 
ツクィ 
[ʔkwi] 

ʔクェ 
ツクェ 
[ʔkwe] 

ガ 
[ɡa] 

ギ 
[ɡi] 

グ 
[ɡu] 

ゲ 
[ɡe] 

ゴ 
[ɡo] 

ギャ 
[ɡja] 

ギュ 
[ɡju] 

ギョ 
[ɡjo] 

グヮ
[ɡwa] 

グィ
[ɡwi] 

グェ
[ɡwe] 

サ 
[sa] 

スィ 
[si] 

ス 
[su] 

セ 
[se] 

ソ 
[so]       

シャ 
[ʃa] 

シ 
[ʃi] 

シュ 
[ʃu] 

シェ 
[ʃe] 

ショ 
[ʃo]       

サﾟ 
[θa] 

スィﾟ 
[θi] 

スﾟ 
[θu] 

セﾟ 
[θe] 

ソﾟ 
[θo]       

ザ 
[dza] 

ズィ 
[dzi] 

ズ 
[dzu] 

ゼ 
[dze] 

ゾ 
[dzo]       

ジャ
[dʒa] 

ジ 
[dʒi] 

ジュ
[dʒu] 

ジェ 
[dʒe] 

ジョ 
[dʒo]       

タ 
[ta] 

ティ 
[ti] 

トゥ 
[tu] 

テ 
[te] 

ト 
[to]       

ʔタ 
ツタ 
[ʔta] 

ʔティ 
ツティ 
[ʔti] 

ʔトゥ 
ツトゥ 
[ʔtu] 

ʔテ 
ツテ 
[ʔte] 

ʔト 
ツト 
[ʔto] 

ʔテャ 
ツテャ 
[ʔtja] 

ʔテュ 
ツテュ 
[ʔtju] 

ʔテョ 
ツテョ 
[ʔtjo] 

   

ダ 
[da] 

ディ 
[di] 

ドゥ 
[du] 

デ 
[de] 

ド 
[do] 

デャ
[dja] 

デュ
[dju] 

デョ
[djo]    

ツァ 
[tsa] 

ツィ 
[tsi] 

ツ 
[tsu] 

ツェ 
[tse] 

ツォ 
[tso]       
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ʔツァ 
ツツァ 
[ʔtsa] 

ʔツィ 
ツツィ 
[ʔtsi] 

ʔツ 
ツツ 

[ʔtsu] 

ʔツェ 
ツツェ 
[ʔtse] 

ʔツォ 
ツツォ 
[ʔtso] 

      

チャ
[tʃa] 

チ 
[tʃi] 

チュ 
[tʃu] 

チェ 
[tʃe] 

チョ 
[tʃo]       

ʔチャ 
ツチャ 
[ʔtʃa] 

ʔチ 
ツチ 

[ʔtʃi] 

ʔチュ 
ツチュ 
[ʔtʃu] 

ʔチェ 
ツチェ 
[ʔtʃe] 

ʔチョ 
ツチョ 
[ʔtʃo] 

      

ナ 
[na] 

ニ 
[ɲi] 

ヌ 
[nu] 

ネ 
[ne] 

ノ 
[no] 

ニャ 
[ɲa] 

ニュ 
[ɲu] 

ニョ 
[ɲo]    

ʔナ 
ツナ 
[ʔna] 

ʔニ 
ツニ 
[ʔɲi] 

ʔヌ 
ツヌ 
[ʔnu] 

ʔネ 
ツネ 
[ʔne] 

ʔノ 
ツノ 
[ʔno] 

ʔニャ 
ツニャ 
[ʔɲa] 

ʔニュ 
ツニュ 
[ʔɲu] 

ʔニョ 
ツニョ 
[ʔɲo] 

   

ハ 
[ha]  フゥ 

[hu] 
ヘ 

[he] 
ホ 

[ho]       

ヒャ 
[ça] 

ヒ 
[çi] 

ヒュ 
[çu]  ヒョ

[ço]       

ファ
[ɸa] 

フィ 
[ɸi] 

フ 
[ɸu] 

フェ 
[ɸe] 

フォ 
[ɸo]       

パ 
[pa] 

ピ 
[pi] 

プ 
[pu] 

ぺ 
[pe] 

ポ 
[po] 

ピャ 
[pja] 

ピュ 
[pju] 

ピョ 
[pjo]    

ʔパ 
ツパ 
[ʔpa] 

ʔピ 
ツピ 
[ʔpi] 

ʔプ 
ツプ 
[ʔpu] 

ʔぺ 
ツペ 
[ʔpe] 

ʔポ 
ツポ 
[ʔpo] 

ʔピャ 
ツピャ 
[ʔpja] 

ʔピュ 
ツピュ 
[ʔpju] 

ʔピョ 
ツピョ 
[ʔpjo] 

   

バ 
[ba] 

ビ 
[bi] 

ブ 
[bu] 

ベ 
[be] 

ボ 
[bo] 

ビャ 
[bja] 

ビュ 
[bju] 

ビョ 
[bjo]    

マ 
[ma] 

ミ 
[mi] 

ム 
[mu] 

メ 
[me] 

モ 
[mo] 

ミャ 
[mja] 

ミュ 
[mju] 

ミョ 
[mjo]    

ʔマ 
ツマ 

[ʔma] 

ʔミ 
ツミ 
[ʔmi] 

ʔム 
ツム 

[ʔmu] 

ʔメ 
ツメ 

[ʔme] 

ʔモ 
ツモ 

[ʔmo] 

ʔミャ 
ツミャ 
[ʔmja] 

ʔミュ 
ツミュ 
[ʔmju] 

ʔミョ 
ツミョ 

[ʔmjo] 
   

ヤ 
[ja]  ユ 

[ju] 
イェ 
[je] 

ヨ 
[jo]       

ʔヤ 
ツヤ 
[ʔja] 

 
ʔユ 

ツユ 
[ʔju] 

ʔイェ 
ツイェ 
[ʔje] 

ʔヨ 
ツヨ 
[ʔjo] 
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ラ 
[ɾa] 

リ 
[ɾi] 

ル 
[ɾu] 

レ 
[ɾe] 

ロ 
[ɾo] 

リャ 
[ɾja] 

リュ 
[ɾju] 

リョ 
[ɾjo]    

ʔラ 
ツラ 
[ʔɾa] 

ʔリ 
ツリ 
[ʔɾi] 

         

ワ 
[wa] 

ウィ 
[wi] 

 
 

ウェ 
[we] 

ウォ 
[wo]       

ʔワ 
ツワ 

[ʔwa] 

ʔウィ 
ツウィ 
[ʔwi] 

 
ʔウェ 

ツウェ 
[ʔwe] 

       

（長音）ー  
（促音）ッ  
（撥音）【語頭】᾿ン，ンン ᾿n, ᾿m, ᾿ɲ, ᾿ŋ, ᾿ɴ [n-,m-,ɲ-,ŋ-,ɴ]（緩やかな声立て） 

ʔン，ツン [ʔn,ʔm, ʔɲ ,ʔŋ , ʔɴ]（声門閉鎖音）  

【語中・語末】 ン [ -n,-m, -ɲ, -ŋ,-ɴ ] 
 

ア行で始まる単語には「声門閉鎖音」と「緩やかな声立て」の区別があるが、「声門閉鎖音」で始ま
る語の方が多いため、「緩やかな声立て」の表記に記号を添え、「声門閉鎖音」で始まるア行の単語に
ついては何も記号を添えずに表記することで両者を書き分ける。 

例．ウトゥ[ʔutu]（音） ’ウトゥ，ウウトゥ[utu]（夫） 
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沖縄語 仮名表記一覧表 
 

ア 
[ʔa] 
[a] 

イ 
[ʔi] 
[i] 

ウ 
[ʔu] 
[u] 

エ 
[ʔe] 
[e] 

オ 
[ʔo] 
[o] 

      

’ア 

アア 
’a [a] 

’イ 
イイ 

’i [ji][i] 

’ウ 
ウウ 

’u[u][wu]

’エ 
エエ 
’e [e] 

’オ 
オオ 
’o [o] 

      

カ 
[ka] 

キ 
[ki] 

ク 
[ku] 

ケ 
[ke] 

コ 
[ko] 

キャ 
[kja] 

キュ 
[kju] 

キョ
[kjo] 

クヮ
[kwa] 

クィ
[kwi] 

クェ
[kwe] 

ガ 
[ɡa] 

ギ 
[ɡi] 

グ 
[ɡu] 

ゲ 
[ɡe] 

ゴ 
[ɡo] 

ギャ 
[ɡja] 

ギュ 
[ɡju] 

ギョ
[ɡjo] 

グヮ
[ɡwa] 

グィ
[ɡwi] 

グェ
[ɡwe] 

サ 
[sa] 

スィ 
[si] 

ス 
[su] 

セ 
[se] 

ソ 
[so]       

シャ 
[ʃa] 

シ 
[ʃi] 

シュ 
[ʃu] 

シェ 
[ʃe] 

ショ 
[ʃo]       

ザ 
[dza] 

ズィ 
[dzi] 

ズ 
[dzu] 

ゼ 
[dze] 

ゾ 
[dzo]       

ジャ
[dʒa] 

ジ 
[dʒi] 

ジュ
[dʒu] 

ジェ 
[dʒe] 

ジョ 
[dʒo]       

タ 
[ta] 

ティ 
[ti] 

トゥ 
[tu] 

テ 
[te] 

ト 
[to]       

ダ 
[da] 

ディ 
[di] 

ドゥ
[du] 

デ 
[de] 

ド 
[do]       

ツァ 
[tsa] 

ツィ 
[tsi] 

ツ 
[tsu] 

ツェ 
[tse] 

ツォ 
[tso]       

チャ
[tʃa] 

チ 
[tʃi] 

チュ 
[tʃu] 

チェ 
[tʃe] 

チョ 
[tʃo]       

ナ 
[na] 

ニ 
[ɲi] 

ヌ 
[nu] 

ネ 
[ne] 

ノ 
[no]       

ニャ 
[ɲa]  ニュ 

[ɲu] 
ニェ 
[ɲe] 

ニョ 
[ɲo]       

ハ 
[ha]   ヘ 

[he] 
ホ 

[ho]       

ヒャ 
[ça] 

ヒ 
[çi] 

ヒュ 
[çu]  ヒョ

[ço]       
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ファ
[ɸa] 

フィ 
[ɸi] 

フ 
[ɸu] 

フェ 
[ɸe] 

フォ 
[ɸo]       

パ 
[pa] 

ピ 
[pi] 

プ 
[pu] 

ぺ 
[pe] 

ポ 
[po] 

ピャ 
[pja] 

ピュ 
[pju] 

ピョ 
[pjo]    

バ 
[ba] 

ビ 
[bi] 

ブ 
[bu] 

ベ 
[be] 

ボ 
[bo] 

ビャ 
[bja] 

ビュ 
[bju] 

ビョ 
[bjo]    

マ 
[ma] 

ミ 
[mi] 

ム 
[mu] 

メ 
[me] 

モ 
[mo] 

ミャ 
[mja] 

ミュ 
[mju] 

ミョ 
[mjo]    

ヤ 
[ja]  ユ 

[ju] 
イェ 
[je] 

ヨ 
[jo]       

ʔヤ 
ツヤ 
[ʔja] 

 
ʔユ 

ツユ 
[ʔju] 

ʔイェ 
ツイェ 
[ʔje] 

ʔヨ 
ツヨ 
[ʔjo] 

      

ラ 
[ɾa] 

リ 
[ɾi] 

ル 
[ɾu] 

レ 
[ɾe] 

ロ 
[ɾo] 

リャ 
[ɾja] 

リュ 
[ɾju] 

リョ 
[ɾjo]    

ワ 
[wa] 

ウィ 
[wi]  ウェ 

[we] 
ウォ 
[wo]       

ʔワ 
ツワ 

[ʔwa] 

ʔウィ 
ツウィ 
[ʔwi] 

 
ʔウェ 

ツウェ 
[ʔwe] 

       

（長音）ー  
（促音）ッ  
（撥音）【語頭】᾿ン，ンン ᾿n, ᾿m, ᾿ɲ, ᾿ŋ, ᾿ɴ [n-,m-,ɲ-,ŋ-,ɴ]（緩やかな声立て） 

ʔン，ツン [ʔn,ʔm, ʔɲ ,ʔŋ , ʔɴ]（声門閉鎖音）  

【語中・語末】 ン [ -n,-m, -ɲ, -ŋ,-ɴ ] 
ア行で始まる単語には「声門閉鎖音」と「緩やかな声立て」の区別があるが、「声門閉鎖音」で始ま

る語の方が多いため、「緩やかな声立て」の表記に記号を添え、「声門閉鎖音」で始まるア行の単語に
ついては何も記号を添えずに表記することで両者を書き分ける。 

例．ウトゥ[ʔutu]（音） ’ウトゥ，ウウトゥ[wutu]（夫） 

 
補助記号 

無声化 ン。[n˳] など 
鼻母音 イ̃ [ĩ]  ウ̃ [ũ] など 
喉頭化音 ʔパ、ツパ[ʔpa]    ʔタ、ツタ[ʔta]  ʔメ、ツメ[ʔme]など 
鼻音化 ヒ  ̃[hĩ] など 
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宮古語 仮名表記一覧表 
 

 
ア 
[ʔa] 
[a] 

イ 
[ʔi] 
[i] 

ウ 
[ʔu] 
[u] 

エ 
[ʔe] 
[e] 

オ 
[ʔo] 
[o] 

イ˚ 
[z] [zï] 
[ɿ][ɨ][ï] 

    

カ 
[ka] 

キ 
[ki] 

ク 
[ku] 
[kɷ] 

ケ 
[ke] 

コ 
[ko] 

クス 
[ks][ksï] 
[kɿ][kɨ] 

キャ 
[kja] 

キュ 
[kju] 

キョ 
[kjo] 

クヮ 
[kwa] 

ガ 
[ɡa] 

ギ 
[ɡi] 

グ 
[ɡu] 
[ɡɷ] 

ゲ 
[ɡe] 

ゴ 
[ɡo] 

グズ 
[ɡz][ɡzï] 

[ɡɨ] 

ギャ 
[ɡja] 

ギュ 
[ɡju] 

ギョ 
[ɡjo] 

グヮ 
 [ɡwa] 

サ 
[sa] 

 スゥ 
[su] 

セ 
[se] 

ソ 
[so] 

ス 
 [s][sɿ] 
 [sï][sɨ] 

    

シャ 
[ʃa] 

シ 
[ʃi] 

シュ 
[ʃu] 

シェ 
[ʃe] 

ショ 
[ʃo]      

ザ 
[dza] 

 ズゥ 
[dzu] 

ゼ 
[dze] 

ゾ 
[dzo] 

ズ 
[dz][dzɿ] 
[dzï][dzɨ] 

    

ジャ
[dʒa] 

ジ 
[dʒi] 

ジュ
[dʒu] 

ジェ
[dʒe] 

ジョ 
[dʒo] 

     

サ゜ 
[za] 

 ス˚ウ 
[zu] 

セ˚ 
[ze] 

ソ˚ 
[zo] 

ス˚  
[z] [zɿ] 
[zï][zɨ] 

    

シ˚ャ 
[ӡa] 

シ˚ 
[ʒi] 

シ˚ュ 
[ӡu]  シ˚ョ 

[ӡo]      

タ 
[ta] 

ティ 
[ti] 

トゥ 
[tu] 

テ 
[te] 

ト 
[to] 

 テャ 
[tja] 

テュ 
[tju] 

テョ 
[tjo] 

 

ダ 
[da] 

ディ 
[di] 

ドゥ
[du] 

デ 
[de] 

ド 
[do] 

 デャ
[dja] 

デュ
[dju] 

デョ 
[djo] 

 

ツァ 
[tsa] 

 ツゥ 
[tsu] 

 ツォ 
[tso] 

ツ 
 [ts][tsɿ] 
[tsï][tsɨ] 

    

チャ
[tʃa] 

チ 
[tʃi] 

チュ 
[tʃu] 

チェ 
[tʃe] 

チョ 
[tʃo]      

ナ 
[na] 

ニ 
[ɲi] 

ヌ 
[nu] 

ネ 
[ne] 

ノ 
[no]  

ニャ 
[ɲa] 

ニュ 
[ɲu] 

ニョ 
[ɲo]  
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ファ 
[fa] 

フィ 
[fi] 

フゥ 
[fu] 

フェ 
[fe] 

フォ 
[fo]  

フャ 
[fja] 

フュ 
[fju] 

フョ 
[fjo]  

ハ 
[ha] 

ヒ 
[hi] 

ホゥ 
[hu]        

パ 
[pa] 

ピ 
[pi] 

プ 
[pu] 

ぺ 
[pe] 

ポ 
[po] 

プス 
[ps][psї] 
[pɿ][pɨ] 

ピャ 
[pja] 

ピュ 
[pju] 

ピョ 
[pjo]  

バ 
[ba] 

ビ 
[bi] 

ブ 
[bu] 

ベ 
[be] 

ボ 
[bo] 

ブズ 
[bz][bzї] 
[bɿ] [bɨ] 

ビャ 
[bja] 

ビュ 
[bju] 

ビョ 
[bjo]  

ヴァ 
[va] 

ヴィ 
[vi] 

ヴゥ 
[vu] 

ヴェ 
[ve] 

ヴォ 
[vo]  

ヴャ 
[vja] 

ヴュ 
[vju]   

マ 
[ma] 

ミ 
[mi] 

ム 
[mu] 

メ 
[me] 

モ 
[mo] 

ムズ 
[mz][mzї] 
[mɿ][mɨ] 

ミャ 
[mja] 

ミュ 
[mju] 

ミョ 
[mjo]  

ヤ 
[ja] 

 ユ 
[ju] 

 ヨ 
[jo] 

     

ラ 
[ɾa] 

リ 
[ɾi] 

ル 
[ɾu] 

レ 
[ɾe] 

ロ 
[ɾo] 

 リャ 
[ɾja] 

リュ 
[ɾju] 

リョ 
[ɾjo] 

 

ワ 
[wa] 
[ʋa] 

         

（長音）ー  （促音）ッ  （撥音）ン [ n,m,ŋ,ɴ ] 

音節主音的子音〔大神島、伊良部島〕      子音単独 
クフ     ムル   プル    ブル             ン   フ   ヴ    ム˚  リ˚,ル˚ 
[kf]   [ml]  [pl]    [bl]             [n]   [f]   [v]    [m]   [l] 
 
前舌半広母音〔大神島〕 
ケェ  ペェ 
[kɛ]   [pɛ] 
 
無声化〔池間島、宮古島市西原、伊良部佐良浜〕 
 ン｡  
[n˳ ｍ˳] 
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八重山語 仮名表記一覧表 
 

 
ア 
[ʔa] 
[a] 

イ 
[ʔi] 
[i] 

ウ 
[ʔu] 
[u] 

エ 
[ʔe] 
[e] 

オ 
[ʔo] 
[o] 

イ˚ 
[ɿ] [ï] 

[ɨ] 

エﾟ 
[ɛ] [ë] 

    

カ 
[ka] 

キ 
[ki] 

ク 
[ku] 

ケ 
[ke] 

コ 
[ko] 

キィ 
[kɿ] [kï] 

[kɨ] 

ケェ 
[kɛ][kë] 

キャ 
[kja] 

キュ 
[kju] 

キョ
[kjo] 

クヮ
[kwa] 

ガ 
[ɡa] 

ギ 
[ɡi] 

グ 
[ɡu] 

ゲ 
[ɡe] 

ゴ 
[ɡo] 

ギィ 
[ɡɿ] [ɡï] 

[ɡɨ] 

ゲェ 
[ɡɛ][ɡë] 

ギャ 
[ɡja] 

ギュ 
[ɡju] 

ギョ
[ɡjo] 

グヮ
[ɡwa] 

サ 
[sa] 

 ス 
[su] 

セ 
[se] 

ソ 
[so] 

シィ 
[sɿ] [sï] 

[sɨ] 

スェ゜ 
[sɛ] [së] 

   スァ 
[swa] 

シャ 
[ʃa] 

シ 
[ʃi] 

シュ 
[ʃu]  ショ 

[ʃo]      シュァ 
[ʃwa] 

ザ 
[dza] 

 ズ 
[dzu] 

ゼ 
[dze] 

ゾ 
[dzo] 

ジィ 
[dzɿ] 
[dzï] 
[dzɨ] 

ズェ゜ 
[dzɛ] 
[dzë] 

    

ジャ
[dʒa] 

ジ 
[dʒi] 

ジュ
[dʒu]  ジョ 

[dʒo]      ジュァ 
[dʒwa] 

タ 
[ta] 

ティ 
[ti] 

トゥ 
[tu] 

テ 
[te] 

ト 
[to]   テャ

[tja] 
テュ 
[tju] 

テョ 
[tjo] 

トァ 
[twa] 

ダ 
[da] 

ディ 
[di] 

ドゥ
[du] 

デ 
[de] 

ド 
[do]   デャ

[dja] 
デュ 
[dju] 

デョ
[djo] 

ドァ 
[dwa] 

ツァ 
[tsa] 

 ツ 
[tsu] 

ツェ 
[tse] 

ツォ 
[tso] 

チィ 
[tsɿ] 
[tsï] 
[tsɨ] 

ツェ゜ 
[tsɛ] 
[tsë] 

    

チャ
[tʃa] 

チ 
[tʃi] 

チュ 
[tʃu] 

チェ 
[tʃe] 

チョ 
[tʃo]       

ナ 
[na] 

ニ 
[ɲi] 

ヌ 
[nu] 

ネ 
[ne] 

ノ 
[no] 

ニィ 
[nɿ] 

[nɨ][nï] 

ネェ 
[nɛ][në] 

ニャ 
[ɲa] 

ニュ 
[ɲu] 

ニョ 
[ɲo] 

ヌァ 
[nwa] 

ハ 
[ha]   ヘ 

[he] 
ホ 

[ho]       

ヒャ 
[ça] 

ヒ 
[çi] 

ヒュ 
[ça]  ヒョ

[ça]       

ファ
[ɸa] 
[fa] 

フィ 
[ɸi] 
[fi] 

フ 
[ɸu] 
[fu] 

フェ 
[ɸe] 
[fe] 

フォ 
[ɸo] 
[fo] 
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パ 
[pa] 

ピ 
[pi] 

プ 
[pu] 

ぺ 
[pe] 

ポ 
[po] 

ピィ 
[pɿ][pï] 

[pɨ] 

ペェ 
[pɛ][pë] 

ピャ 
[pja] 

ピュ 
[pju] 

ピョ 
[pjo] 

 

バ 
[ba] 

ビ 
[bi] 

ブ 
[bu] 

ベ 
[be] 

ボ 
[bo] 

ビィ 
[bɿ][bï] 

[bɨ] 

ベェ 
[bɛ][bë] 

ビャ 
[bja] 

ビュ 
[bju] 

ビョ 
[bjo] 

ブァ 
[bwa] 

ヴァ 
[va] 

ヴィ 
[vi] 

ヴ 
[vu] 

ヴェ 
[ve] 

ヴォ 
[vo]       

マ 
[ma] 

ミ 
[mi] 

ム 
[mu] 

メ 
[me] 

モ 
[mo] 

ミィ 
[mɿ][mï]

[mɨ] 

メェ 
[mɛ] 
[më] 

ミャ 
[mja] 

ミュ 
[mju] 

ミョ 
[mjo] 

ムァ 
[mwa] 

ヤ 
[ja]  ユ 

[ju] 
イェ 
[je] 

ヨ 
[jo]       

ラ 
[ɾa] 

リ 
[ɾi] 

ル 
[ɾu] 

レ 
[ɾe] 

ロ 
[ɾo] 

リィ 
[ɾɿ] [ɾï] 

[ɾɨ] 

レェ 
[ɾɛ][ɾë] 

リャ 
[ɾja] 

リュ 
[ɾju] 

リョ 
[ɾjo] 

 

ワ 
[wa] 

ウィ 
[wi] 

 
 

ウェ 
[we] 

ウォ 
[wo]       

（長音）ー  （促音）ッ  （撥音）ン[m,n,ɲ,ŋ,ɴ] 

子音単独〔黒島、新城下地〕  ル゜ [r] 

 
補助記号 

無声化 
〔波照間島、石垣島白保〕 
 カ｡  キ｡  ク｡   キィ｡    サ｡  シ｡  ス｡ タ｡  ティ｡ トゥ｡  チ｡ ツ｡    チィ｡  
  [ka˳]  [ki˳]  [ku˳]   [kɿ˳][kɨ˳] [sa˳]  [ʃi˳]  [su˳]  [ta˳]  [ti˳]   [tu˳]  [tʃi˳] [tsu˳]  [tsɿ˳] [tsɨ˳] 
ナ｡  ニ｡     ニィ｡   パ｡ ピ｡   ピィ｡   マ｡  ミ｡     ミィ｡      ラ｡   リ｡   

 [na˳]  [ni˳]  [nɿ˳] [nɨ˳] [pa˳] [pi˳]  [pɿ˳] [pɨ˳] [ma˳]  [mi˳]  [mɿ˳] [mɨ˳]  [ɾa ˳]  [ɾi ˳] 
リィ｡      ン。 

  [ɾɿ ˳] [ɾɨ˳]   [n˳ ｍ˳] 
 
〔竹富島〕      
 ヒ｡   フ｡ 
 [çi˳]  [ɸu˳]  
鼻母音〔竹富島〕 
 ア̃ イ̃ ウ̃ エ̃ オ̃   

[ã] [ĩ] [ũ] [ẽ] [õ]   
鼻音化 
 ン̃ 
  [ñ, ɿ̃]   
広母音〔竹富島〕 
 アァ 【参考】 ア 
 [a]      [ə] 
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与那国語 仮名表記一覧表 
 

 
ア 
[ʔa] 
[a] 

イ 
[ʔi] 
[i] 

ウ 
[ʔu] 
[u] 

エ 
[ʔe] 
[e] 

オ 
[ʔo] 
[o] 

    

カ 
[ka] 

キ 
[ki] 

ク 
[ku] 

ケ 
[ke] 

コ 
[ko] 

キャ 
[kja] 

キュ 
[kju] 

キョ 
[kjo] 

クヮ
[kwa] 

ʔカ 
ツカ 
[ʔka] 

ʔキ 
ツキ 
[ʔki] 

ʔク 
ツク 
[ʔku] 

ʔケ 
ツケ 
[ʔke] 

ʔコ 
ツコ 
[ʔko] 

ʔキャ 
ツキャ 
[ʔkja] 

ʔキュ 
ツキュ 
[ʔkju] 

ʔキョ 
ツキョ 
[ʔkjo] 

ʔクヮ 
ツクヮ 
[ʔkwa] 

ガ 
[ɡa] 

ギ 
[ɡi] 

グ 
[ɡu] 

ゲ 
[ɡe] 

ゴ 
[ɡo] 

ギャ 
[ɡja] 

ギュ 
[ɡju] 

ギョ 
[ɡjo] 

グヮ 
[ɡwa] 

カﾟ 
[ŋa] 

キﾟ 
[ŋi] 

クﾟ 
[ŋu] 

ケﾟ 
[ŋe] 

コﾟ 
[ŋo] 

キﾟャ 
[ŋja] 

キﾟュ 
[ŋju] 

キﾟョ 
[ŋjo] 

クﾟヮ 
[ŋwa] 

サ 
[sa] 

 
ス 

[su] 
セ 

[se] 
ソ 

[so] 
   

スァ 
[swa] 

シャ 
[ʃa] 

シ 
[ʃi] 

シュ 
[ʃu] 

 
ショ 
[ʃo] 

    

ザ 
[dza] 

 
ズ 

[dzu] 
ゼ 

[dze] 
ゾ 

[dzo] 
   

ズァ 
[dzwa] 

ジャ 
[dʒa] 

ジ 
[dʒi] 

ジュ 
[dʒu] 

 
ジョ 
[dʒo] 

    

タ 
[ta] 

ティ 
[ti] 

トゥ 
[tu] 

テ 
[te] 

ト 
[to] 

テャ 
[tja] 

テュ 
[tju] 

テョ 
[tjo] 

トァ 
[twa] 

ʔタ 
ツタ 
[ʔta] 

ʔティ 
ツティ 
[ʔti] 

ʔトゥ 
ツトゥ 
[ʔtu] 

ʔテ 
ツテ 
[ʔte] 

ʔト 
ツト 
[ʔto] 

ʔテャ 
ツテャ 
[ʔtja] 

ʔテュ 
ツテュ 
[ʔtju] 

ʔテョ 
ツテョ 
[ʔtjo] 

ʔトァ 
ツトァ 
[ʔtwa] 

ダ 
[da] 

ディ 
[di] 

ドゥ 
[du] 

デ 
[de] 

ド 
[do] 

デャ 
[dja] 

デュ 
[dju] 

デョ 
[djo] 

ドァ 
[dwa] 

ツァ 
[tsa] 

 
ツ 

[tsu] 
ツェ 
[tse] 

ツォ 
[tso] 

   
ツヮ 

[tswa] 

チャ 
[tʃa] 

チ 
[tʃi] 

チュ 
[tʃu] 

 
チョ 
[tʃo] 
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ナ 
[na] 

ニ 
[ɲi] 

ヌ 
[nu] 

ネ 
[ne] 

ノ 
[no] 

ニャ 
[ɲa] 

ニュ 
[ɲu] 

ニョ 
[ɲo] 

ヌァ
[nwa] 

ハ 
[ha] 

  
ヘ 

[he] 
ホ 

[ho] 
    

ヒャ 
[ça] 

ヒ 
[çi] 

ヒュ 
[çu] 

 
ヒョ 
[ço] 

    

ファ 
[ɸa] 

 
フ 

[ɸu] 
      

ʔパ 
ツパ 
[ʔpa] 

ʔピ 
ツピ 
[ʔpi] 

ʔプ 
ツプ 
[ʔpu] 

ʔぺ 
ツペ 
[ʔpe] 

ʔポ 
ツポ 
[ʔpo] 

ʔピャ 
ツピャ 
[ʔpja] 

ʔピュ 
ツピュ 
[ʔpju] 

ʔピョ 
ツピョ 
[ʔpjo] 

ʔプァ 
ツプァ 
[ʔpwa] 

バ 
[ba] 

ビ 
[bi] 

ブ 
[bu] 

ベ 
[be] 

ボ 
[bo] 

ビャ 
[bja] 

ビュ 
[bju] 

ビョ 
[bjo] 

ブァ 
[bwa] 

マ 
[ma] 

ミ 
[mi] 

ム 
[mu] 

メ 
[me] 

モ 
[mo] 

ミャ 
[mja] 

ミュ 
[mju] 

ミョ 
[mjo] 

ムァ 
[mwa] 

ヤ 
[ja] 

 
ユ 

[ju] 
 

ヨ 
[jo] 

    

ラ 
[ɾa] 

リ 
[ɾi] 

ル 
[ɾu] 

レ 
[ɾe] 

ロ 
[ɾo] 

リャ 
[ɾja] 

リュ 
[ɾju] 

リョ 
[ɾjo] 

ルァ 
[ɾwa] 

ワ 
[wa] 

        

（長音）ー  （促音）ッ  （撥音）ン[m,n,ɲ,ŋ,ɴ] 
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Ⅲ 参考表記
（参考第１表・参考第２表）



 
 

参考第１表 

まえがき 
参考第１表は、すべての集落のしまくとぅばの音声を書き分けられるように工夫して作成したものである。 
すべての地域で同じ発音になる場合は、同じカナ表記にし、異なる発音の場合は他のカナ表記と重ならない

ように添え字や補助記号を用いて書き分けることを目指して作成したものである。 
地域で培われてきた慣用の表記をそのまま採用すると他地域と重なるものがあるため、文字や記号を工夫し

て組み合わせた結果、特殊な表記となっているものがある。それについては、表の後に「留意事項」として解
説を加えたので適宜参照されたい。 

参考第１表のあとに参考第２表も示した。参考第２表は地域で使われた表記を中心に集めたものである。参
考第１表とともに参考第２表も地域表記を策定するための基盤となるものである。 

詳しくは参考第２表を参照されたい。 
 

ア 
[ʔa] 
[a] 

イ 
[ʔi] 
[i] 

ウ 
[ʔu] 
[u] 

エ 
[ʔe] 
[e] 

オ 
[ʔo] 
[o] 

イ˚ 
[z] 
[zï] 

[ɿ][ɨ] 
[ï] 

 
エ˚ 
[ɛ] 
[ë] 

      

’ア 

アア 
’a [a] 

’イ 
イイ 
’i [i] 
[ji] 

’ウ 
ウウ 
’u[u] 
[wu] 

’エ 
エエ 
’e [e] 

’オ 
オオ 
’o [o] 

         

カ 
[ka] 

キ 
[ki] 

ク 
[ku] 
[kɷ] 

ケ 
[ke] 

コ 
[ko] 

キィ 
[kɿ] 
[kɨ] 
[kï] 

クス 
[ks] 
[ksï] 
[kɿ] 
[kɨ] 

ケェ 
[kɛ] 
[kë] 

キャ 
[kja] 

キュ 
[kju] 

キョ
[kjo] 

クヮ
[kwa] 

クィ
[kwi] 

クェ
[kwe] 

ʔカ 
ツカ 
[ʔka] 

ʔキ 
ツキ 
[ʔki] 

ʔク 
ツク 
[ʔku] 

ʔケ 
ツケ 
[ʔke] 

ʔコ 
ツコ 
[ʔko] 

   
ʔキャ 
ツキャ 
[ʔkja] 

ʔキュ 
ツキュ 
[ʔkju] 

ʔキョ 
ツキョ 
[ʔkjo] 

ʔクヮ 
ツクヮ 
[ʔkwa] 

ʔクィ 
ツクィ 
[ʔkwi] 

ʔクェ 
ツクェ 
[ʔkwe] 

ガ 
[ɡa] 

ギ 
[ɡi] 

グ 
[ɡu] 
[ɡɷ] 

ゲ 
[ɡe] 

ゴ 
[ɡo] 

ギィ 
[ɡɿ] 
[ɡɨ] 
[ɡï] 

グズ 
[ɡz] 
[ɡzï] 
[ɡɨ] 

ゲェ 
[ɡɛ] 
[ɡë] 

ギャ 
[ɡja] 

ギュ 
[ɡju] 

ギョ
[ɡjo] 

グヮ
[ɡwa] 

グィ
[ɡwi] 

グェ
[ɡwe] 

カ˚ 
[ŋa] 

キ˚ 
[ŋi] 

ク˚ 
[ŋu] 

ケ˚ 
[ŋe] 

コ˚ 
[ŋo]    キ˚ャ 

[ŋja] 
キ˚ュ 
[ŋju] 

キ˚ョ 
[ŋjo] 

ク˚ヮ 
[ŋwa]   

サ 
[sa] 

スィ 
[si] 

ス 
[su] 

セ 
[se] 

ソ 
[so] 

シィ 
[sɿ] 
[sɨ] 
[sï] 

ㇲ 
[s] 
[sɿ] 
[sï] 
[sɨ] 

スェ˚ 
[sɛ] 
[së] 

   スァ 
[swa] 

  

シャ 
[ʃa] 

シ 
[ʃi] 

シュ 
[ʃu] 

シェ 
[ʃe] 

ショ 
[ʃo]       シュァ

[ʃwa]   
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ザ 
[dza] 

ズィ 
[dzi] 

ズ 
[dzu] 

ゼ 
[dze] 

ゾ 
[dzo] 

ジィ 
[dzɿ] 
[dzɨ] 
[dzï] 

ズ 

[dz] 
[dzɿ] 
[dzï] 
[dzɨ] 

ズェ˚ 
[dzɛ] 
[dzë] 

   ズァ 
[dzwa] 

  

ジャ
[dʒa] 

ジ 
[dʒi] 

ジュ
[dʒu] 

ジェ 
[dʒe] 

ジョ 
[dʒo]       ジュァ

[dʒwa]   

サ˚ 
[za]  ス˚ 

[zu] 
セ˚ 
[ze] 

ソ˚ 
[zo]  

ス˚ 
[z] 
[zɿ] 
[zï] 
[zɨ] 

       

シ˚ャ 
[ӡa] 

シ˚ 
[ʒi] 

シ˚ュ 
[ӡu]  シ˚ョ 

[ӡo]          

タ 
[ta] 

ティ 
[ti] 

トゥ 
[tu] 

テ 
[te] 

ト 
[to]    テャ

[tja] 
テュ 
[tju] 

テョ 
[tjo] 

トァ 
[twa]   

ʔタ 
ツタ 
[ʔta] 

ʔティ 
ツティ 
[ʔti] 

ʔトゥ 
ツトゥ 
[ʔtu] 

ʔテ 
ツテ 
[ʔte] 

ʔト 
ツト 
[ʔto] 

   
ʔテャ 
ツテャ 
[ʔtja] 

ʔテュ 
ツテュ 
[ʔtju] 

ʔテョ 
ツテョ 
[ʔtjo] 

ʔトァ 
ツトァ 

[ʔtwa] 
  

ダ 
[da] 

ディ 
[di] 

ドゥ
[du] 

デ 
[de] 

ド 
[do]    デャ

[dja] 
デュ
[dju] 

デョ
[djo] 

ドァ 
[dwa]   

ツァ 
[tsa] 

ツィ 
[tsi] 

ツ 
[tsu] 

ツェ 
[tse] 

ツォ 
[tso] 

チィ 
[tsɿ] 
[tsɨ] 
[tsï] 

ッ 
[ts] 
[tsɿ] 
[tsï] 
[tsɨ] 

ツェ˚ 
[tsɛ] 
[tsë] 

   ツヮ 
[tswa] 

  

ʔツァ 
ツツァ 
[ʔtsa] 

ʔツィ 
ツツィ 
[ʔtsi] 

ʔツ 
ツツ 

[ʔtsu] 

ʔツェ 
ツツェ 
[ʔtse] 

ʔツォ 
ツツォ 
[ʔtso] 

         

チャ
[tʃa] 

チ 
[tʃi] 

チュ 
[tʃu] 

チェ 
[tʃe] 

チョ 
[tʃo]          

ʔチャ 
ツチャ 
[ʔtʃa] 

ʔチ 
ツチ 

[ʔtʃi] 

ʔチュ 
ツチュ 

[ʔtʃu] 

ʔチェ 
ツチェ 
[ʔtʃe] 

ʔチョ 
ツチョ 
[ʔtʃo] 

         

ナ 
[na] 

 
ヌ 

[nu] 
ネ 

[ne] 
ノ 

[no] 
ニィ 
[nɿ] 
[nɨ] 
[nï] 

 ネェ 
[nɛ] 
[në] 

   ヌァ 
[nwa] 

  

ニャ 
[ɲa] 

ニ 
[ɲi] 

ニュ 
[ɲu] 

ニェ 
[ɲe] 

ニョ 
[ɲo]          
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ʔナ 
ツナ 
[ʔna] 

 
ʔヌ 

ツヌ 
[ʔnu] 

ʔネ 
ツネ 
[ʔne] 

ʔノ 
ツノ 
[ʔno] 

         

ʔニャ 
ツニャ 
[ʔɲa] 

ʔニ 
ツニ 
[ʔɲi] 

ʔニュ 
ツニュ 
[ʔɲu] 

 

ʔニョ 
ツニョ 
[ʔɲo] 

         

ハ 
[ha]  フゥ 

[hu] 
ヘ 

[he] 
ホ 

[ho]          

ヒャ 
[ça] 

 

ヒ 
[çi] 
[hi] 

ヒュ 
[çu] 

 
 

ヒョ
[ço] 

 
         

ファ
[ɸa] 

フィ 
[ɸi] 

フ 
[ɸu] 

フェ 
[ɸe] 

フォ 
[ɸo]          

フア 
[fa] 

フイ 
[fi] 

フウ 
[fu] 

フエ 
[fe] 

フオ 
[fo]    

フヤ 
[fja] 

フユ 
[fju] 

フヨ 
[fjo]    

パ 
[pa] 

ピ 
[pi] 

プ 
[pu] 

ぺ 
[pe] 

ポ 
[po] 

ピィ 
[pɿ] 
[pɨ] 
[pï] 

プス 
[ps] 
[psї] 
[pɿ] 
[pɨ] 

ペェ 
[pɛ] 
[pë] 

ピャ 
[pja] 

ピュ 
[pju] 

ピョ 
[pjo] 

プァ 
[pwa] 

  

ʔパ 
ツパ 
[ʔpa] 

ʔピ 
ツピ 
[ʔpi] 

ʔプ 
ツプ 
[ʔpu] 

ʔぺ 
ツペ 
[ʔpe] 

ʔポ 
ツポ 
[ʔpo] 

   
ʔピャ 
ツピャ 
[ʔpja] 

ʔピュ 
ツピュ 

[ʔpju] 

ʔピョ 
ツピョ 
[ʔpjo] 

ʔプァ 
ツプァ 
[ʔpwa] 

  

バ 
[ba] 

ビ 
[bi] 

ブ 
[bu] 

ベ 
[be] 

ボ 
[bo] 

ビィ 
[bɿ] 
[bɨ] 
[bï] 

ブズ 
[bz] 
[bzї] 
[bɿ] 
[bɨ] 

ベェ 
[bɛ] 
[bë] 

ビャ 
[bja] 

ビュ 
[bju] 

ビョ 
[bjo] 

ブァ 
[bwa] 

  

ヴァ 
[va] 

ヴィ 
[vi] 

ヴ 
[vu] 

ヴェ 
[ve] 

ヴォ 
[vo]    ヴャ 

[vja] 
ヴュ 
[vju] 

ヴョ 
[vjo]    

マ 
[ma] 

ミ 
[mi] 

ム 
[mu] 

メ 
[me] 

モ 
[mo] 

ミィ 
[mɿ] 
[mɨ] 
[mï] 

ムズ 
[mz] 
[mzї] 
[mɿ] 
[mɨ] 

メェ 
[mɛ] 
[më] 

ミャ 
[mja] 

ミュ 
[mju] 

ミョ 
[mjo] 

ムァ 
[mwa] 

  

ʔマ 
ツマ 

[ʔma] 

ʔミ 
ツミ 
[ʔmi] 

ʔム 
ツム 

[ʔme] 

ʔメ 
ツメ 

[ʔme] 

ʔモ 
ツモ 

[ʔmo] 
   

ʔミャ 
ツミャ 
[ʔmja] 

ʔミュ 
ツミュ 
[ʔmju] 

ʔミョ 
ツミョ 
[ʔmjo] 

   

ヤ 
[ja] 

 
 

ユ 
[ju] 

イェ 
[je] 

ヨ 
[jo]          
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ʔヤ 
ツヤ 
[ʔja] 

 
ʔユ 

ツユ 
[ʔju] 

ʔイェ 
ツイェ 
[ʔje] 

ʔヨ 
ツヨ 
[ʔjo] 

         

ラ 
[ɾa] 

リ 
[ɾi] 

ル 
[ɾu] 

レ 
[ɾe] 

ロ 
[ɾo] 

リィ 
[ɾɿ] 

[ɾɨ][ɾï]

 レェ 
[ɾɛ] 
[ɾë] 

リャ 
[ɾja] 

リュ 
[ɾju] 

リョ 
[ɾjo] 

ルァ 
[ɾwa] 

  

ラ˚ 
[θa] 

リ˚ 
[θi] 

ル˚ 
[θu] 

レ˚ 
[θe] 

ロ˚ 
[θo]          

ʔラ 
ツラ 
[ʔɾa] 

ʔリ 
ツリ 
[ʔɾi] 

            

ワ 
[wa] 
[ʋa] 

ウィ 
[wi] 

 
 

ウェ 
[we] 

 

ウォ 
[wo] 

 
         

ʔワ 
ツワ 

[ʔwa] 

ʔウィ 
ツウィ 
[ʔwi] 

 
ʔウェ 
ツウェ 
[ʔwe] 

          

（長音）ー 
（促音）ッ 
（撥音）【語頭】᾿ン，ンン ᾿n, ᾿m, ᾿ɲ, ᾿ŋ, ᾿ɴ [n-,m-,ɲ-,ŋ-,ɴ]（緩やかな声立て） 

ʔン，ツン [ʔn,ʔm, ʔɲ ,ʔŋ , ʔɴ]（声門閉鎖音） 

【語中・語末】 ン [ -n,-m, -ɲ, -ŋ,-ɴ ] 

音節主音的子音〔大神島、伊良部島〕      子音単独 
クフ     ムル   プル    ブル             ム˚    フ    ヴ   リ    ル 
[kf]   [ml]  [pl]    [bl]             [m]    [f]   [v]   [l]    [r] 
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補助記号  
 

無声化 
〔波照間島、石垣島白保〕 
 カ｡  キ｡  ク｡  キィ｡    サ｡ シ｡   ス｡ タ｡  ティ｡ トゥ｡ チ｡  ツ｡    チィ｡  
  [ka˳]  [ki˳]  [ku˳]   [kɿ˳][kɨ˳] [sa˳]  [ʃi˳]  [su˳]  [ta˳]  [ti˳]   [tu˳]  [tʃi˳] [tsu˳]  [tsɿ˳] [tsɨ˳] 
ナ ｡  ニ｡     ニィ｡  パ｡ ピ｡   ピィ｡  マ｡  ミ｡    ミィ｡     ラ｡   リ｡    リィ｡    
[na˳]  [ni˳]  [nɿ˳] [nɨ˳] [pa˳] [pi˳]  [pɿ˳] [pɨ˳] [ma˳]  [mi˳]  [mɿ˳] [mɨ˳]  [ɾa ˳]  [ɾi ˳]   [ɾɿ ˳] [ɾɨ˳] 
ン。 
[n˳ ｍ˳] 
〔竹富島〕      
 ヒ｡   フ｡ 
 [çi˳]  [ɸu˳]    
鼻母音 
 ア̃ イ̃ ウ̃ エ̃ オ̃   
[ã] [ĩ] [ũ] [ẽ] [õ]   
鼻音化 
 ヒ̃     ン˜ 
  [hĩ]    [n˜, ɿ˜]   
広母音〔竹富島〕 
 アァ 【参考】 ア 
 [a]      [ Ə]  

留意事項 
 
(1) ʔヤ[ʔja] ʔワ[ʔwa]／ʔカ[ʔka] ʔキ[ʔki]など 

ヤ行、ワ行、「ン」に補助記号「ˀ」を左上に付けた「ˀヤ」などの文字は「声門閉鎖音」を表す記号であ
る。沖縄語、国頭語の語頭では「ˀ」の有無により意味の区別があるため、書き分ける必要がある。 

これまで『名護市史 本編 10 言語 やんばるの方言』（2006）や『西原町史 第８巻・資料編７ 西原の言
語』（2010）では「ˀヤ」「ˀワ」のほか、撥音と組み合わせた「ˀン」が使用された。「ˀ」は語頭母音の前で
も現れ、意味の区別に関与するが、カナ表記では便宜的に「ア」「イ」「ウ」等のように「ˀ」を付けない表
記がなされている。なお[ʔa][ ʔi][ ʔu]等の母音は語中においては[a][i][u]等と同じ音色となる。 

「ˀカ」「ˀキ」などについている「ˀ」も喉頭化した音を表す。音声記号では[’]（アポストロフィー）や[ˀ]
（グロッタルストップを小書きにする）を補助記号として使用することから、仮名文字に「ˀ」を組み合わ
せ、この音を表す方法がある。『名護市史 本編 10 言語 やんばるの方言』（2006）などで使用されてい
る。この音を音声表記で記す場合[t ˀa]のように右上に書かかれることもあり、国頭語、与那国語で主に使
用されている。 

 
(2) ツヤ[ʔja] ツワ[ʔwa]／ツカ[ʔka] ツキ[ʔki]など 

ヤ行、ワ行、撥音「ン」の前に「ッ」を付した表記は、『図説 琉球語辞典』（1981）、『沖縄語辞典―那覇
方言を中心に―』（2006）などの辞書のほか、『沖縄語の入門―たのしいウチナーグチ―（CD 付改訂版）』
（2006）などの教科書でも使用される表記である。 

ただし、通常の促音で始まる、「ッチュ」（人）、「ックヮ」（子）などの単語が「沖縄語」にあるため、通
常の促音を付すのではなく、左上に「ッ」を付した『図説 琉球語辞典』（1981）、『しまくとぅば読本
（2015）、『高校生のための郷土のことば~沖縄県（琉球）の方言~』(2014)などに採用されている。 
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(3)  ’ア[a]  ̓イ[i]など  
ア行に補助記号「’」を左上に付けた「’ア」は喉に力を入れずに発音する場合（以後「緩やかな声立

て」）の表記法の一つである。「緩やかな声立て」とは「声門閉鎖音」や「喉頭化音」を伴わずに発音され
る音を表す用語である。国際音声記号ではこの「緩やかな声立て」を表す記号はなく、「声門閉鎖音」の有
無により意味を区別する言語の音韻的な解釈として「緩やかな声立て」が使用されることがある。 
 これまで『名護市史 本編 10 言語 やんばるの方言』（2006）や『西原町史 第８巻・資料編７ 西原の言
語』（2010）では「緩やかな声立て」を「’」と組み合わせた片仮名で記し、ア行の「’ア」「’イ」「’ウ」 

「’エ」「’オ」の他、撥音「’ン」でも使用された。 
 
(4) ピィ[pɿ] [pɨ] [pï]  ビィ[bɿ] [bɨ] [bï]など 

八重山地域に見られるいわゆる「舌尖母音」、「中舌母音」の表記は、ピィトゥ（人）、ウベェー（帯は）
のようにイ段の仮名に小添字「ィ」、エ段の仮名に小添字「ェ」という表記を用いている。この表記は実際
の音声に基づきイメージしやすいため加えたものである。『八重山語彙』（1930）をはじめ古くから採用され
ている表記である。 

 
(5) プス[psї] [pɿ][ps] ブズ[bzї] [bɨ][bz]など 

宮古地域にみられるいわゆる「舌尖母音」、「中舌母音」、「音節主音的子音」の表記は、ウ段の仮名に小添
字「ス」、「ズ」を添えて表記する。「ス」、「ズ」を添えるのは[s]や[z]を伴う特徴のためである。 

 
(6) ラ˚[θa]、レ˚[θe]など 

  久高島の子音には、[θ]や[ɾ˳]等の音声表記で書き表される特殊な音色がある。本来、サ行で表記し  
たいところだが、すでに他地域の音声を表すのに使用されている。この子音は、ラ行音のバリエーション
として捉える意見があることも考慮し、「ラ˚」「レ˚」等のように表記する。なおこの表記は『新編 沖縄
の文学』(2003)でも採用されている表記である。 

 
(7) ム゜[m]  

宮古語の[m]では後続する子音が[mta]（土）の[m]のように子音単独で現れ後続する子音に限定されずに
常に[m]で発音される。この音を書き分けるため通常の[mu]の音は「ム」で書き、子音単独の[m]は「゜」
を補助記号として付して書き分けている。 

 
(8) ヴ[v] リ[l]など（子音単独） 

宮古語では平良のクヴ[kuv]（昆布）の[v]や多良間のトゥリ[tul]（鳥）の[l]のように子音単独で発音され
る音があり、これらの音は小書き文字で表記する。また八重山語黒島にはトゥル[tur]（鳥）があり、リ[l]
とル[r]を書き分けている。 
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参考第２表 

 
まえがき 

参考第２表は地元で広く使用されている表記や先行研究で示されている表記を中心にまとめて示したもの
である。それぞれのカナ表記については、地域や出典ごとに使用法が異なることもあるので、「留意事項」を
参照されたい。 
 

① 
クァ 

[kwa] 
グァ
[gwa] 

     

② 

ツ         
[ts] [tsї] 

[tsɿ] 
[tsɨ]  

ス 
[s] [sї] 

[sɿ] [sɨ] 

ズ 
[dz][dzї] 

[dzɿ] 
[dzɨ] 

ス゜ 
[z] [zї] 

[zɿ] [zɨ] 

   

③ 
スゥ 
[su] 

ズゥ 
[dzu] 

ス˚ゥ 
[zu] 

ツゥ 
[tsu] 

フゥ 
[fu] 

ヴゥ 
[vu] 

 

④ 

フ 
[f]  

ヴ 
[v] 

リ゜ 
[l] 

 ル゜
[r] 

   

⑤ 

 

スヮ 
[swa] 

 

ズヮ 
[dzwa] 

 

ʔトヮ 
ツトヮ 
[tʔwa] 

ツヮ 
[tswa] 

 

ヌヮ 
[nwa] 

 

フヮ 
[Φa] 

 
など 

⑥ 

イィ 
[ji] 
[(j)i] 

ウゥ 
[wu] 
[(w)u] 

     

⑦ 
イゥ 

[ï] 
キゥ 
[kï] 

ギゥ 
[gï] 

シゥ 
[sï] 

ジゥ 
[dzï] 

チゥ 
[tsï] 

 
など 

 
ケゥ 
[kë] 

ゲゥ 
[gë] 

セゥ 
[së] 

ゼゥ 
[dzë] 

ツェゥ 
[tsë] など 

 
 

⑧ 

ム 

[m] 

 
 

    
 

⑨ 

ホゥ 
[hu] 

      

⑩ 
ファ 
[fa] 

フィ 
[fi] 

フ 
[fu] 

フェ 
[fe] 

フォ 
[fo] 

  

 
フャ 
[fja] 

フュ 
[fju] 

フョ 
[fjo] 
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⑪ 
サ˚ 
[θa] 

スィ˚ 
[θi] 

ス˚  
[θu] 

セ˚ 
[θe] 

ソ˚ 
[θo] 

  

 
留意事項 
①クァ[kwa] グァ[gwa] 

参考第１表では kwa、gwa は、しまくとぅばの文語の伝統的表記では、「くわ」「くゎ」「くは」「ぐわ」「ぐ
ゎ」「ぐは」と書かれるが、用例で最も多い表記に合わせて「クヮ」「グヮ」とした。しかし参考第２表では、
ア段以外の小書き文字は「クィ、クェ、クォ」と表記されることから体系的な観点から小書き「ァ」を添えた
「クァ」「グァ」の表記を参考第２表に採用した。『西原町史 第８巻・資料編７ 西原の言語』（2010）などで
使用されている。 

例．クヮッチー（御馳走）  「クァッチー」は参考２第表の表記とする。 
   マヤーグヮー（小猫）   「マヤーグァー」は参考第２表の表記とする。 
 
②ツ[ts] [tsї] [tsɿ] [tsɨ] ス[s] [sї] [sɿ] [sɨ]など（いわゆる「宮古仮名」） 
 宮古語のカナ表記、いわゆる「宮古仮名」として、広く使われるものとして、「ツナ」（綱）の「ツ」、「スマ」
（島）の「ス」、「トゥズ」（妻）の「ズ」、「トゥス゜」（鳥）の「ス゜」といった表記がある。例えば、「スマ」
（島）の「ス」は、研究者の考え方の違いによって、[s] [sї] [sɿ] [sɨ]などと音声表記が異なるが、標準語の
唇を丸めない「ス」[sɯ]の発音に近いことから、「宮古仮名」では広く「ス」という仮名で近似的に示されて
きたという経緯がある。 
 「ス」のほかに、「ツ」も[ts] [tsї] [tsɿ] [tsɨ]、「ズ」も[dz] [dzї] [dzɿ] [dzɨ]、「ス゜」も[z] [zї] [zɿ] [zɨ]
を表す「宮古仮名」、すなわち、宮古語の「地域表記」として、ある程度、親しまれてきているため、参考第
２表に加えることとした。「ツ」「ス」「ズ」は、標準日本語の近似音としての仮名表記、「ス゜」は、標準語に
は近似的なものがない音を地元なりに書き表した仮名表記である。 
 なお、「ツ」「ス」「ズ」が、国頭語・沖縄語のカナ表記として使用される場合は、西日本方言に見られる唇
を丸める[tsu][su][dzu]を表す（こちらを参考第１表としている）ことになるので、地域の異なりによる各「地
域表記」の違いは留意すべきところである。宮古語で唇を丸める母音[u]をカナ表記する場合の「地域表記」
（宮古仮名）としては、「ツゥ」「スゥ」「ズゥ」のように小字「ゥ」を添えた表記が宮古地域の中で広く知ら
れているため、これら表記も参考第２表に加えている（→④）。 
 

③スゥ[su]、 ズゥ[dzu]など 
宮古語では唇を丸める[tsu][su][dzu]などのようなウ段音の音声にはそれぞれ「ツゥ」「スゥ」「ズゥ」のよ

うに小添え字の「ゥ」を添えた表記が慣例的に広く用いていて、地域表ではそれを採用しているが参考第２表
に入れている。これら[tsu][su][dzu]の音は、宮古以外の地域（国頭、沖縄、八重山、与那国）では現代日本
語の表記と同様に「ツ」「ス」「ズ」と表されるので留意する必要がある。 
 
④フ[f] ヴ[v]など(いわゆる子音のみの「宮古仮名」） 
 宮古語では、母音が添えられず、子音のみの発音が観察されることがある。これら子音のみの発音は、参考
第１表では、小書きのカタカナで示すことにしたが、いわゆる地域で通用する「宮古仮名」では、仮名文字に
「゜」（半濁点）を付ける表記法が、広く行われている。ゆえに、「゜」の付与で子音のみを表す、ム゜[m] 、
リ゜，ル゜[l]のような表記も、参考第２表に加えている。 

その他、フ[f]、ヴ[v] の仮名も、小文字ではないが、大文字のままで子音のみの発音に使用されこともある
ので、参考第２表に加えている。 
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 『宮古伊良部方言辞典』（2013）、『たらまふつ辞典』(2017)で[l]を「リ゜」で表記しているので参考第 2 表
に加えている。また、宮古語の舌尖母音をウ段で表記するために「ル゜」で表記する立場もある。 
 
⑤スヮ[swa] ズヮ[dzwa]など 

体系的な観点から参考第１表では、「スァ、ズァ、ʔトァ、ツァ・・・」を採用したが、与那国語では[kwi]、
[kwe]が無いこともあり、『どぅなんむぬい辞典』(2019)、『与那国ことば辞典』(1998)などですでに使用さ
れている統一的に小書きの「ヮ」が添えられた表記である「スヮ、ズヮ、’トヮ、ツヮ・・・」を参考第２表に
入れている。 

例．フヮン（降った） ドヮイ（お祝い） スヮーヌ（苦い） 
 
⑥イィ[ji] [(j)i] ウゥ[wu] [（w）u] 
 「イ」に補助的な小書きの「ィ」を加えたのが「イィ」である。この発音は[(j)i]を表す場合も[ji]を表す場合
もあり、話者や地域により[j]の発音が強い場合もある。「イィ」はこの発音が「ー」で書き表される長音の半
分の長さの「半長音」まではいかないものの、通常の「イ」よりはほんの少し長めに発音される特徴からか、
小書きの「ィ」を添えた書き方になっている。 

「ウ」に補助的な小書きの「ゥ」を添えたのが「ウゥ」である。この発音は人によって唇音化の弱まった[(w)u]
や唇音化の強い[wu]の発音の人もいる。『沖縄語辞典―那覇方言を中心に―』(2006)『沖縄の方言 調べてみよ
う暮らしのことば』(2004)などでも採用されているため、参考第２表に入れている。 
 
⑦イゥ[ï]、キゥ[kï]、ケゥ[kë]、ゲゥ[gë]など 

八重山語については、[a]、[i]、[u]、[e]、[o] の五母音に加えて、「中舌母音」の[ï]があるとする立場があ
る。さらに、「中舌半広母音」の[ë]を認める立場もあり、これに対するカナ表記も参考第２表に入れている。 
 例えば、『石垣方言辞典』（2003）では、[ï] はイ段の仮名文字に小書きの「ゥ」を添えた文字、[ë] はエ段
の仮名文字に小書きの「ゥ」を添えた文字によって統一的な表記がされており（小文字の「ゥ」をウムラウト
記号と見なす）、これら表記も参考第２表に加えている。 
 『石垣方言辞典』(2003)で「ツェゥ」など、小書きの文字が２つ重なっているものも、参考第２表に入れて
いる。 

八重山語石垣四箇字 参考第２表による表記例 
サキゥ[sakï] （先）    カビゥ[kabï]（紙）   シュムチゥ[ʃumutsï]（書物） 
サケゥー[sakëː]（先は）  カベゥー[kabëː]（紙は） シュムツェゥー[ʃumutsëː]（書物は）  

 宮古語（多良間を含む）についても、[a]、[i]、[u]、[e]、[o] の五母音に加えて、「中舌母音[ï]」があると
する立場がある。この立場で書かれた『琉球宮古諸島方言基礎語彙の総合的研究』（1983）などでは、『石垣方
言辞典』(2003)と同様に、[ï] はイ段に小書きの「ゥ」を組み合わせて表記されており、これらも宮古語を表
記した例として参考第２表に入れている。 

宮古語 参考第２表による表記例 
平良  サキゥ[sa˳ksï]（先）  カビゥ[kabï]（紙） シュムチゥ[ʃumutsï]（書物） 
多良間 シャキゥ[ʃaksï]（先） カビゥ[kabï]（紙） シュムチゥ[ʃumutsï]（書物） 

 
⑧ム[m]（子音単独） 

宮古語では、[im]（海）と[iɴ]（犬）のように区別される鼻音があり、後続する子音が[mta]（土）のように
後続する子音に限定されずに常に[m]で発音される。この音を書き分けるため『琉球宮古諸島方言基礎語彙の
総合的研究』（1983）で[m]は小文字の「ム」で表記しているため参考第 2 表に加えている。 
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⑨ホゥ[hu] 
宮古語のうち池間島、宮古島市西原、伊良部島佐良浜などでは[fu]と[hu]の区別があり、両者を書き分ける必
要があるため、前者を「フゥ」、後者を「ホゥ」と表記する。例えば『南琉球宮古語池間方言辞典』では「運」
を[fuː]、「帆」を[huː]のように区別している。なお「フ」は子音単独を表す記号である（→⑧）。 
 
⑩ファ[fa]、フャ[fja]など 

宮古語や八重山語の一部の地域の「ファ」「フィ」「フ」「フェ」「フォ」等の発音は、 [ɸ]（上下の唇
を近づける発音）ではなく、[f]（下唇と上歯を近づける発音）である。これらの地域では、[ɸ]と [f]を区別
する必要がないため、[fa] [fi] [fu] [fe] [fo] 等をあえて特殊なカナ表記とはしないで、より親近性のある
「ファ」行で表記している。例えば『宮古伊良部方言辞典』（2013）ではフダ[fuda]（札）と「フ」で表記さ
れ、『琉球宮古諸島方言基礎語彙の総合的研究』（1983）でもマッファ[maffa]（枕）のように「ファ」と表
記されている。 
 
⑪サ˚[θa]、スィ゜[θi]など 

久高島の子音には、[θ]や[ɾ˳]等の音声表記で書き表される特殊な音色がある。これは上あごに付けた舌の
両側面から息を出して発せられる音で、[s]に近い音色となる。これらの音をカナで表記するために、サ行の
右肩に「゜」を付し、サ゜ビ[θabi] （旅）シ゜ラー[θiɾaː]（太陽）のように表記する。 
 
参考文献 
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Ⅳ 参考資料



用語集 

ユネスコによる５つの言語 
ユネスコ（国連教育科学文化機関）が２００９（平成 21）年 2 月 19 日に発表した言語

“Atlas of the World’s Languages in Danger” 「世界危機言語地図帳」（第 3 版） 
国頭語：沖縄本島北部及び周辺諸島、与論島、沖永良部島、喜界島の大部分 
沖縄語：沖縄本島中部及び南部、周辺諸島 
宮古語：宮古島、及び周辺諸島 
八重山語：石垣島、西表島など八重山諸島 
与那国語：与那国島 

※ただし、本表記における国頭語については与論島及び沖永良部島、喜界島は除きます。 
※ユネスコでは「言語」と「方言」を区別せず，全て「言語」で統一しています。 
声門閉鎖音 

声帯は、気管の上部にある音声の生成を司る器官で、左右 2 対の筋肉の襞です。2 対の
声帯の間の呼気の通路を声門といいます。発音する際に息をせき止めて生み出す音を閉
鎖音（破裂音）といいます。2 対の声帯を軽く閉じて肺からの呼気で振動させて声を出し
ます。その声門を閉じた後、急に声門を開いて作られる閉鎖音を「声門閉鎖音」または「喉
頭破裂音」といいます。国際音声記号では[ʔ]で表します。 
中舌狭母音 

母音[i]は舌の最も高く盛り上がった部分が最も前寄りで、なおかつ舌面と歯茎の隙間
が狭いので「前舌狭母音」といいます。母音[u]は舌の最も高く盛り上がった部分が最も
後寄りで、なおかつ奥舌と軟口蓋の間の隙間が狭いので「後舌狭母音」あるいは「奥舌狭
母音」といいます。舌の最高点が[i]と[u]の中間に位置する母音を「中舌狭母音」といい、
国際音声記号では[ï]で表記します。琉球諸語の奄美語に見られます。なお宮古語や八重
山語にも中舌母音があるという見方もあります。 
舌尖母音 

「舌尖母音」は、歯茎摩擦音[s]、[z]と同じ舌の形、もしくは、歯茎と舌端の間の隙間
が[s]、[z]よりやや広めにして発せられる母音です。舌尖母音 apical vowel を表す国際音
声記号がなく、スウェーデン語方言、中国語方言の舌尖母音を表す[ɿ]を用いて表記しま
す。宮古語大神島、多良間島、石垣島等の八重山語に舌尖母音があり、呼気が強いとき摩
擦性の音を伴って発せられます。なおこの舌尖母音を中舌母音とする見方もあります。 
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喉頭化、喉頭化音 
発音する際に上唇と下唇、舌と歯茎、舌と上あごの後方（軟口蓋）等で肺から送られた

呼気をせき止め、閉鎖や狭めで生み出される子音[p]、[w]、[m]、[t]、[n]、[j]、[k]に対
して、それらの音を作り出す場所（調音点）と声帯とその周辺（喉頭）の二カ所で閉鎖を
作って発音される子音を「喉頭化音」といい、非喉頭化音[p]、[w]、[m]、[t]、[n]、[j]、
[k]が喉頭化音に変化することを「喉頭音化」といいます。琉球諸語には[ʔp]、[ʔw]、[ʔm]、
[ʔt]、[ʔn]、[ʔr]、[ʔj]、[ʔk]等の喉頭化音があります。これらの「喉頭化音」は喉頭を緊張
させて声門を完全にもしくはごく一部を開いた状態で両唇等の調音点での解放と同時に
声門を解放して生み出されます。喉頭化音を含む音節をカナで示すと喉頭破裂音（声門閉
鎖音）[ʔ]を補助記号として使用してʔパ[ʔpa]、ʔワ[ʔwa]、ʔマ[ʔma]、あるいは、上付きの「ツ」
をつけてツパ[ʔpa]、ツワ[ʔwa]、ツマ[ʔma]のように表記します。 
無声音、無声化 

無声音とは、標準語の子音[p][t][k]などのように声帯の振動を伴わずに発せられる音
声です。これに対して有声音は、標準語の[b][d][g]などの子音や母音 a、i、u、e、o は声
帯の振動が伴って発せられる音声です。 

無声化とは、有声音 b、d、g が無声音 p、t、k に変化することをいいます。また無声化
した母音 a、i、u、e、o を表すとき、母音字の下に無声化を表す補助記号をつけて a˳、i˳、
u˳、e˳、o˳のように書き表します。 
緩やかな声立て 

沖縄語には通常の語頭の母音音節のア a、イ i、ウ u、エ e、オ o、撥音ン N とは異な
り、緩やかに声を立ち上げて発音する’ア’a、’イ’i、’ウ’u、’エ’e、’オ’o、撥音’ン’N があり
ますが、国際音声記号にはこの「緩やかな声立て gradual beginning」を表す記号はあり
ません。 

しかし、沖縄語では[ʔiɴ]（犬）と[’iɴ],[jiɴ]（縁）の区別があり、両者を書き分ける必
要があることから、琉球独自の音声記号として「緩やかな声立て」を表す補助記号「’」
（アポストロフィー）を母音字の左肩に付けて、[’a]、[’i]、[’u]、[’e]、[’o]と表記する方
法も使われています。これをカナで表記する際は’ア,アア、’イ,イイ、’ウ,ウウ、’エ,エエ、’オ,
オオと表記します。 
鼻音化、鼻母音 

通常、母音を発するときは、鼻から呼気が抜けないように口蓋帆（口や鼻へ気流を切換
える器官）を持ち上げて鼻腔（鼻の空洞）への通路をふさぎ、口腔（口の空洞）のみで共
鳴させます。 

しかし、母音を発するとき口蓋帆を下げて鼻腔でも共鳴させて発生することがありま
す。このように鼻腔でも共鳴させながら発音することを鼻音化といい、鼻音化した母音を
鼻母音といいます。鼻母音は ã、ũ、õ、ĩ のように母音字の上に「～」を付けて表します。
鼻母音の ã、ũ、õ などは八重山語の竹富島にあります。 
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音節 

一度に発音することのできる一まとまりの聞こえを持つ最小の単位を音節といいま
す。日本語および琉球諸語の音節は、典型的には母音単独（ア a、ウ u）で、あるいは、
母音の前後に 1 個の子音を伴って形成されます。（マ ma、ク ku、アッ aQ、マッ maQ）  

音節文字と呼ばれる仮名文字は 1 文字 1 音節です。 
音節主音的子音 

母音は前後に子音を伴って、すなわち音節主音として音節を形成します。子音は、通
常、音節副音として母音の前後に配置されますが、前後に子音を伴って母音のように音節
主音として音節を形成する子音を音節主音的子音といいます。宮古語の[pstu]（人）の[s]、
[bzː]（亥）の[zː]、[kfː]（作る）の[fː]、[mlːna]（ニラ）の[lː]が音節主音的子音として音
節を形成します。 

なお、[ps]の[s]を母音の無声化と捉える立場もあります。 
前舌半広母音 

母音は、音声器官（舌や歯や唇など）による閉鎖や狭めのない音です。国際音声記号で
は舌の最も高く盛り上がった部分が前寄りの母音を前舌母音といいます。前舌母音は狭
母音[i]、半狭母音[e]、半広母音[ɛ]、広母音[a]の 4 段階に分かれます。 

これらは口の開き方により区別されます。標準語の「エ e」は半狭母音と半広母音の中間
よりも半狭母音寄りの位置で発音されます。（国際音声記号の基本母音の位置との比較） 

八重山語波照間、白保には標準語の[e]と同じ半狭母音[e]の他に前舌半広母音[ɛ]があり

ます。 
広母音 

標準語の「ア[a]」は[e]よりも口の開きが広い広母音です。[ə]は[a]よりも少し顎を上
げて、やや口の開きが狭く発音されます。八重山語竹富で[pəi]（灰）のようにあらわれ、
「あいまい母音」「シュワー」とも称されます。 
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しまくとぅば正書法検討委員会設置要綱

平成30年11月５日制定

令和３年７月29日改正

（目的）

第１条 しまくとぅば正書法検討委員会（以下「検討委員会」という。）は、しま

くとぅばの普及継承に効果的な正書法について、必要な事項を検討することを目

的とする。

（組織）

第２条 委員は、しまくとぅばについて専門的知識を有する者及びしまくとぅばの

普及継承に携わる者で構成する。

２ 委員は、別表のとおりとし、文化観光スポーツ部長（以下「部長」という。）

が委嘱する。

３ 検討委員会には、委員長および副委員長を置く。

４ 委員長は、会務を総理し、検討委員会を代表する。

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長が不在の時、または事故のあるときはそ

の職務を代理する。

６ 委員は、やむを得ない場合には、委員長の承認を得て他の者に職務を代理させ

ることができる。

７ 委員の任期は、令和４年３月31日までとする。

８ 委員長が必要と認める場合はその他の関係者を含めることができる。

９ 検討委員会の下部組織として、ワーキンググループを設置することができる。

（会議）

第３条 検討委員会の会議は、部長が招集し、委員長が議長となる。

２ 検討委員会は、必要があると認められたときは、委員以外の関係者の出席を求

め、意見または説明を聞くことができる。

（事務局）

第４条 検討委員会の事務は、県文化観光スポーツ部文化振興課において処理する。

（補足）

第５条 この要項に定めるものの他、検討委員会の運営について必要な事項は、委

員長が検討委員会に諮って定める。

附 則

この要綱は、平成30年11月５日から施行する。

この要綱は、令和３年７月29日から施行する。
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しまくとぅば正書法検討委員会　委員名簿

令和３年７月29日から令和４年３月31日まで

団体 職名 備考

1 狩俣
かりまた

　繁久
しげひさ

琉球⼤学 名誉教授
琉球⼤学 島嶼地域科学研究所 客員研
究員

2 宮良
みやら

　信詳
しんしょう

琉球大学　名誉教授
令和４年３月29日

辞任

3 仲原
なかはら

　穣
じょう

琉球大学・名桜大学・沖縄国際大学・
沖縄大学・県立芸術大学・沖縄キリス
ト教短期大学　非常勤講師

ワーキング
グループ

4 中本
なかもと

　謙
けん

琉球大学　教授
ワーキング
グループ

5 西岡
にしおか

　敏
さとし

沖縄国際大学　教授
ワーキング
グループ

6 波照間
はてるま

　永吉
えいきち

しまくとぅば普及センター長 委員長

7 安慶名
あげな

　達也
たつや 特定非営利活動法⼈ 沖縄ハンズオン

NPO 理事⾧

教育関係 8 上江洲
うえず

　朝男
あさお

琉球大学教職センター　教授

県 9 松堂
まつどう

　徳明
のりあき 沖縄県文化観光スポーツ部

文化振興課長
副委員長

氏名

学識経験者

普及関係者
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